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平
成
二
十
九
年
度 

福
岡
女
子
大
学
第
六
十
五
回
卒
業
証
書
・
学
位
記 

及
び
大
学
院
第
二
十
四
回
学
位
記
授
与
式 

式
辞 

 

 

福
岡
女
子
大
学
を
巣
立
つ
皆
さ
ん
の
満
足
感
と
達
成

感
を
、
こ
の
荘
厳
な
卒
業
式
の
中
で
私
は
直
に
感
じ
て
い
ま

す
。
平
成
二
十
九
年
度 
学
部
卒
業
生
お
よ
び
大
学
院
修
了

生
の
皆
さ
ん
、
御
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。「
次
代

の
女
性
リ
ー
ダ
ー
育
成
」
を
建
学
の
精
神
と
し
、「
女
性
が

高
い
志
と
柔
軟
な
発
想
を
も
ち
、
世
界
を
舞
台
に
活
躍
で
き

る
社
会
を
目
指
す
」
を
大
学
の
使
命
と
す
る
福
岡
女
子
大
学

を
巣
立
つ
学
部
学
生
二
四
〇
名
、
大
学
院
生
修
士
課
程
二
十

二
名
の
皆
さ
ん
と
、
ご
家
族
の
か
た
が
た
に
心
よ
り
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
公
務
御
多
用
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

卒
業
式
・
修
了
式
に
ご
臨
席
賜
り
ま
し
た
福
岡
県 

副
知
事 

大
曲 

昭
恵
様
、
福
岡
県
議
会 

文
教
委
員
会 

副
委
員
長 

大
田 

満
様
、
福
岡
県
議
会 

文
教
委
員
会
委
員 

仁
戸
田 

元
氣
様
代
理
の
仁
戸
田 

章
一
様
、
福
岡
県
議
会
議
員 

長 

裕
海
様
、
福
岡
女
子
大
学 

同
窓
会 

筑
紫
海
会 

会
長  

矢
野 

芙
美
子
様
を
は
じ
め
、
御
来
賓
の
方
々
に
、
福
岡
女

子
大
学
を
代
表
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
式
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前
に
記
念
演
奏
を
し
て
い
た
だ
い
た
九
州
大
学
フ
ィ
ル
ハ

ー
モ
ニ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
皆
さ
ん
、
学
位
記
授
与
式
を

盛
り
上
げ
る
演
奏
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  

ま
ず
、
出
席
し
て
お
ら
れ
る
学
生
の
皆
さ
ん
に
お
尋
ね
し

ま
す
。
福
岡
女
子
大
学
で
何
を
学
び
ま
し
た
か
。
入
学
し
た

時
に
自
ら
定
め
た
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た

か
。 

 

次
に
こ
れ
か
ら
社
会
で
新
し
い
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

る
に
あ
た
り
、
皆
さ
ん
が
学
ん
だ
福
岡
女
子
大
学
の
現
状
を

知
っ
て
、
巣
立
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
キ
ャ
ン
パ
ス
再

整
備
を
は
じ
め
と
す
る
、
福
岡
県
支
援
の
福
岡
女
子
大
学
の

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
外
見
的
変
貌
は
、
新
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
で

教
育
を
受
け
、
生
活
し
た
皆
さ
ん
で
あ
れ
ば
、
そ
の
恩
恵
を

直
に
感
じ
る
こ
と
が
出
来
た
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
二
〇
一

一
年
に
始
ま
っ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
再
整
備
は
、
二
〇
一
七
年
の

本
部
棟
完
成
で
終
了
し
ま
し
た
。
今
、
グ
ラ
ン
ド
等
の
再
整

備
の
最
終
段
階
に
入
っ
て
い
ま
す
。
キ
ャ
ン
パ
ス
の
再
整
備

は
、
眼
に
見
え
る
変
化
で
あ
り
、
皆
さ
ん
は
学
部
学
生
と
し

て
四
年
間
、
大
学
院
生
は
更
に
二
年
間
、
あ
る
い
は
五
年
間
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と
、
刻
々
と
変
化
す
る
キ
ャ
ン
パ
ス
再
編
成
に
感
動
さ
れ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。
開
放
的
な
空
間
が
広
が
る
、
設
備
の
整

っ
た
図
書
館
は
、
福
岡
女
子
大
学
美
術
館
と
し
て
多
く
の
美

術
品
を
所
蔵
し
て
お
り
、
素
晴
ら
し
い
環
境
の
中
で
学
生
生

活
を
送
る
こ
と
が
出
来
た
と
い
う
こ
と
に
、
感
謝
の
念
を
抱

い
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
日
本
の
良
さ
で
最
後
に
残
る
も

の
は
「
他
人
へ
の
感
謝
と
心
遣
い
」
で
す
。
外
国
に
は
少
な

い
精
神
文
化
と
し
て
、
そ
し
て
福
岡
女
子
大
学
ユ
ニ
ー
ク
」

と
し
て
、
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
心
の
中
に
留
め
て
く
だ
さ
い
。

「
感
性
」
の
授
業
は
二
〇
一
八
年
度
第
三
ク
ォ
ー
タ
ー
か
ら

正
式
に
開
講
と
な
り
、
学
生
・
教
職
員
の
精
神
文
化
の
醸
成

と
い
う
形
で
実
を
結
び
ま
す
。 

 

次
に
、
皆
さ
ん
が
直
接
目
に
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
再
整
備
以
外
で
も
多
く
の

変
化
が
あ
り
ま
し
た
。
教
職
員
の
努
力
で
二
〇
二
三
年
の
創

立
百
周
年
と
、
そ
れ
を
越
え
た
教
育
・
研
究
の
た
め
の
将
来

構
想
を
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
皆
さ
ん

が
外
国
で
の
体
験
学
習
等
、
国
際
活
動
を
行
う
こ
と
が
出
来

る
よ
う
に
、
教
職
員
の
努
力
で
日
本
学
生
支
援
機
構
か
ら
多

額
な
財
政
的
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
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入
学
試
験
一
つ
と
っ
て
も
福
岡
女
子
大
学
は
「
地
方
区
」
か

ら
「
全
国
区
」
に
変
化
し
、
大
学
の
質
で
あ
る
「
大
学
力
」

と
「
教
育
力
」
を
短
期
間
で
著
し
く
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
で
最
も
信
頼
の
於
け
る

The Times Higher Education

の
日
本
大
学
ラ
ン
キ
ン

グ
で
は
、
最
近
の
福
岡
女
子
大
学
の
飛
躍
が
大
き
く
取
り
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。
日
本
に
は
、
国
公
私
の
大
学
が
約
八
〇
〇

校
が
あ
り
ま
す
。The Times Higher Education

の
二

〇
一
七
年
度
の
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、「
教
育
と
国
際
性
」

が
主
な
評
価
内
容
で
あ
り
、
福
岡
女
子
大
学
は
、
国
内
の
全

大
学
で
四
十
八
位
、
福
岡
県
内
の
大
学
で
は
三
位
、
全
国
の

国
公
私
立
の
女
子
大
学
で
は
全
国
二
位
と
、
福
岡
女
子
大
学

創
立
以
来
の
大
躍
進
を
遂
げ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
大
学
で

勉
強
を
す
る
こ
と
が
出
来
た
皆
さ
ん
は
、
非
常
に
幸
せ
で
あ

っ
た
と
、
誇
り
に
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

 

大
学
を
巣
立
つ
皆
さ
ん
に
も
う
一
度
、
お
尋
ね
し
ま
す
。

皆
さ
ん
は
四
年
間
の
学
部
学
生
、
あ
る
い
は
大
学
院
生
と
し

て
、
福
岡
女
子
大
学
で
何
を
身
に
つ
け
、
心
の
中
に
何
を
培

う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
か
。
人
を
傷
つ
け
な
い
こ
と
が
「
感

性
」
の
始
ま
り
で
あ
り
、
人
間
と
し
て
良
い
こ
と
を
考
え
実
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行
す
る
こ
と
が
倫
理
・
哲
学
の
始
ま
り
で
す
。
大
学
教
育
で

は
、
複
雑
な
内
容
を
簡
略
化
し
、
学
生
に
消
化
吸
収
さ
せ
る

こ
と
が
大
学
授
業
の
役
目
で
す
が
、
一
方
、
学
生
の
皆
さ
ん

は
、
人
間
と
し
て
自
分
自
身
を
磨
き
、
模
範
と
な
る
人
間
に

な
る
こ
と
を
大
学
で
学
ぶ
こ
と
が
最
も
重
要
な
こ
と
で
す
。

福
岡
女
子
大
学
で
は
「
創
造
型
デ
ザ
イ
ン
教
育
」、「
多
様
性

に
基
づ
く
許
容
教
育
」、「
自
己
啓
発
教
育
」
を
「
女
子
大
ユ

ニ
ー
ク
」
と
し
て
皆
さ
ん
に
提
供
し
ま
し
た
が
、
身
に
つ
い

て
い
ま
す
か
。
も
う
少
し
時
間
が
有
れ
ば
身
に
つ
け
る
こ
と

が
出
来
た
と
い
う
学
生
は
、
社
会
に
出
て
人
間
力
を
身
に
つ

け
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
自
分
自
身
で
人
間
力
を
形
成
し
て

下
さ
い
。 

 

さ
ら
に
、
福
岡
女
子
大
学
で
学
ん
だ
「
チ
ー
ム
作
り
や
デ

ザ
イ
ン
思
考
、
独
創
性
・
創
造
性
等
の
「
リ
ー
ダ
ー
」
に
な

る
た
め
の
道
具
を
駆
使
し
て
、
社
会
で
「
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
」

と
な
り
、
日
本
を
先
導
し
て
く
だ
さ
い
。「
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ

ー
」
と
な
る
た
め
に
は
、
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
た
め
の
道
具
以

外
に
感
性
や
志
・
心
構
え
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
不
可
欠
で

す
が
、
こ
れ
ら
は
他
人
か
ら
学
ぶ
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

必
死
に
な
っ
て
自
分
自
身
で
身
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。 
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輝
か
し
い
伝
統
を
持
つ
福
岡
女
子
大
学
で
学
び
、
身
に
付

け
た
能
力
や
経
験
を
発
揮
し
、
後
に
続
く
後
輩
た
ち
へ
の
善

き
道
標
と
な
る
よ
う
、
卒
業
生
の
皆
さ
ん
は
社
会
で
活
躍
し
、

大
学
・
社
会
へ
恩
返
し
を
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
た
め
に
は
、

心
身
と
も
に
健
康
で
あ
る
こ
と
は
不
可
欠
で
す
。
苦
難
と
共

に
希
望
が
待
つ
社
会
で
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
、
学
位

記
授
与
式
の
式
辞
と
致
し
ま
す
。 

   

「
大
学
教
育
で
学
ん
だ
こ
と
を
実
践
へ
」 

   

平
成
三
十
年
三
月
二
十
二
日 

 
 
 

福
岡
女
子
大
学 

理
事
長
・
学
長 

梶
山
千
里 


